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本書で使う表記 


本文中の記号 


本書では3種類の記号を使用しています。これらの記号は、ホのような意巧があります。 


P-0 

ソフトウエアの操作などにおいて、守らなければならないことについて示しています。 

✓ 

!■' - F - b-fJ 

ソフトウエアの操作などにおいて、確認しておかなければならないことについて示していま 

す。 


知っておくと役に立つ情報、便利なことについて示しています。 


外来語のカタカナ表記 


本書では外来語の長音表記に関して、国語審議会の報告を基に告示された内閣告示に原則準拠しています。但 
し、 0 S やアプリケーシヨンソフトウェアなどの記述では準拠していないことがありますが、誤記ではありま 
せん。 
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オペレーティングシステムの表記 


本書では、 Windows オペレーテイングシステム ( な降、 OS) を次のように表記します。 


本書の表記 

Windows OS の名称 

Windows Server 2012 

Windows Server 2012 Standard 

Windows Server 2012 Datacenter 

Windows Server 2012 Foundation 

Windows Server 200 8 R2 

Windows Server 200 8 R2 Standard 

Windows Server 200 8 R2 Enterprise 

Windows Server 200 8 R2 Datacenter 

Windows Server 200 8 R2 Foundation 

Windows Server 2008 

Windows Server 2008 Standard 

Windows Server 2008 Enterprise 

Windows Server 2008 Datacenter 

Windows Server 2008 Standard 32-bit 

Windows Server 2008 Enterprise 32-bit 

Windows Server 2008 Datacenter 32-bit 

Windows 8 

Windows 8 Pro 64-bit Edition 

Windows 8 Pro 32-bit Edition 

Windows 7 

Windows 7 Professional 64-bit Edition 

Windows 7 Professional 32-bit Edition 





























商標 


EXPRESSBUILDER と ESMPROXLUSTERPRO は日本電気株式会社のを録商標です。 Microso 円、 Windows、Windows 
Server はホ国 Microsoft Corporation のホ国およびその化の国におけるを録商標または商標です。 MegaRAID は、 LSI 
社のを録商標です。 AMI は、 American Megatrends Inc のを録商標です。 

その他、記載の会社名および商品名は各社の商標またはを録商標です。 

なお、特に TM 、 狡は明記しておりません。 
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本書についてのを意、補足 


1. 本書の内容の一部または全部を無断転載することは禁じられています。 

2. 本書の内容に関しては将来予告なしにを更することがあります。 

3. が社の許可な < 複製-巧をなどを行うことはできません。 

4. 本害は内容について万全を巧して作成いたしましたが、万一ご不まな点や誤り、記載もれなどお気づきの 
ことがありましたら、お買い求めの販売店にご連絡ください。 

5. 運巧した結果の影智については、4項にかかわらず責任を負いかわますのでご了承ください。 

6. 本書の説巧で巧いられているサンプル値は、すべて架をのものです。 


この説明書は、必要なときすぐに参照できるよう、お手元に置いておくようにして 
ください。 


最新版 


本書は作成日時点の情報をもとに作られており、画面イメージ、メッセージ、または手順などが 実瞭のものと 
異なるときがあ y ます。 変更されているときは適宜読み替えてください。 









ESMPRO/ServerAgent Ver. 4.6 


概要 


ESMPRO / ServerAgent について説明します。 

1. はじめに 

2. ユーザーサポート 

ソフトウエアに関する不明点、お問い合わせ先について説明しています。 

3. 動作環境 

ESMPRO / ServerAgent が動作する環境について説明しています。 




/. はじめに 


お使いになる前に本書をよくお読みになり、正しくお使いください。 

本書での内容は、 0 S の機能、操作方まについて十分に理解されている方を対象に説明しています。 

0 S に関する操作、不明点については、各 0 S のオンラインヘルプなどを参照してください。 

ESMPRO / ServerAgent は、 Express 5800 シリーズを管理/監視するソフトウエアです。 

Express 5800シリーズの信頼性をさらに向上させるためにも、インストールしておくことをお勧めします。 

ESMPRO / ServerAgent がインストールされているネットワーク上の Express 5800シリーズを管理/監視する 
じは、「管理 PC 」 に ESMPRO / ServerManager をインストールします。 

ESMPRO/ServerManager I こついては、 「 ESMPRO/ServerManager インストレーシヨンガイド」を参照して 
ください。 
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之•ユーザーサポート 


ソフトウェアに関する不明点、お問い合わせは、「メンテナンスガイド」 （ 「メンテナンスガイド」が付属さ 
れていない装置では「ユーザーズガイド」 ） に記載されている保守サービス会社へご連絡ください。 

また、インターネットを利用した情報サービスも提供しています。ぜひご利用ください。 

[NEC コーポレー トサイト] 

製品情報、サポート情報など、本製品に関する最新情報を掲載しています。 
http :// ipn . nec . com / 

[NEC フイールデイング（株)ホームぺージ] 

保守、ソリューション、用品、施設工事などの情報をご紹介しています。 
httQ :// www . fielding . co . ip / 


10 







. 動作環境 


ESMPRO/ServerAgent が動作するハードウエア/ソフトウエア環境は、次のとおりです。 

• ハードウエア 

-インストールする装置 Exp 「 ess5800 シリーズ本体装置 

-メモリ 0S の動作に必要なメモリ +80.0MB お上 

-ハードディスクドライブの空き容量 50.0 MB 政上 


• ソフ トウ エア 

-0S 


- 0 S コンポーネント 


Windows Server 2012 
Windows Server 200 8 R2 
Windows Server 2008 
Windows 8 
Windows 7 
TCP/IP 

SNMP (簡易ネットワーク管理プロトコル) 
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つ 

ESMPRO/ServerAgent Ver. 4.6 方 

I 

インストール 


ESMPRO / ServerAgent のインストールについて説明します。 

1. インストールを始める前に 

ESMPRO / ServerAgent をインストールする前に必要な設定について説明しています。 

2. インストール 

ESMPRO / ServerAgent のインストール手順について説明しています。 

3. インストールを終えたをに 

ESMPRO / ServerAgent をインストールした後に必要な設定について説明しています。 
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/ •インストールを始める前に 

ESMPRO / ServerAgent のインストール前に必ずお読みください。 


1 . 1 インストールの種類 


ESMPRO / ServerAgent じは、な下のインス I ルモまがあります。 


■プリインス I ル 

Express 5800シリーズのプリインス I ルモデルでは、 ESMPRO / ServerAgent がすでにインス I ルさ 
れています。 

インストール済みの ESMPRO / ServerAgent を使うじは、「1 .2.4 SNMP サービスの設定」な降の手順に従 
つてください。 


■ OS インストールとの同時インストール 

「 EXPRESSBUILDER を使ったセットアップ」で Windows OS をインス I ルするとき、 
ESMPRO / ServerAgent も同時にインストールされます。 

インストールした ESMPRO / ServerAgent を使うには、「1 .2.4 SNMP サービスの設定」お降の手順に従っ 
てください。 


■個別インストール 

EXPRESSBUILDER 力、ら ESMPRO / ServerAgent を個月りにインス I '一 J レできます。 

ESMPRO / ServerAgent をインストールするには、「1.2インストール前の設定」な降の手順に従ってくだ 
さし、。 
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1 . 2 インストール前の設定 


lil 下を設定してから、 ESMPRO / ServerAgent をインストールして〈ださい。 

1 . 2.1 Starter Pack の適用 

I necras . sysj をインス！—ルします。 

「 necras . sys 」 をインストールするには、装置に添付されている EXPRESSBUILDER を使って S ね rter Pack 
を適用します。 

S ね rter Pack の詳細については、 EXPRESSBUILDER 内の「インストレーシヨンガイド」を参照して〈ださ 
い。 


* がこ 「 necras.sysj をインストールしないで ESMPRO/ServerAgent をインストールすると、 

Ina j 下のメッセージを表示して ESMPRO/ServerAgent のインストールが中止されます。 

Starter Pack を適用してから、 ESMPRO/ServerAgent をインストールしてください。 


Agent - InstaHShield Wizard 


O ne びがぶ ys びありません々 

システムのアクブデートを実行してから再度インストールを巧ってくだぞい。 

に :::;I 邸 :; 


1 . 2.2 TCP/IP の設を 

固定の IP アドレスを設定します。 

TCP / IP の設定の詳細については、 Windows のヘルプを参照してくださし、。 
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1 . 2.3 SNMP サービスのインスI >— ル 

SNMP サービスのインストール方まは、 0 S によって異なります。 

两~〇 ESMPRO/ServerAgent の動作には SNMP サービスが必須です。 ESMPRO/ServerAgent を 
ED インストールしたあとに SNMP サービスをアンインストールしてしまったときは、もう一 
度 SNMP サービスをインストールしてから ESMPRO/ServerAgent を再インストールして 
ください。 

■Windows Server 2012 

1. 「コントロールパネル」の[プログラムと機能]をクリックします。 

2. [ Windows の機能の有効化または無効化]をクリックします。 

役割と機能の追加ウィザードが表示されます。 

3. [機能]をクリックします。 

[機能]が灰色表示になっていてクリックできないときは、 [ 次へ ] をクリックしてい〈と[機能]をクリ 
ックできるようになります。 

4. [ SNMP サービス]のチェックボックスをクリックして、塗りつぶし状態にします。 

已.[次へ]をクリックします。 

6. [インストール]をクリックします。 

インストールち効化が始まります。 

7. [閉じる]をクリックしてウインドウを閉じます。 


な上で SNMP サービスのインス I ルは終了です。 

* が ' Windows Server 2012 Server Core インストールのときは、コマンドプロンプトでな下の 

コマンドを実行して SNMP サービスをインストールします。 

"Dism /online /enable-feature /featurename:SNMP" 


15 





■Windows Server 2008 / Windows Server 2008 R2 


1. 「コントロールパネル」の[プログラムと 機能]を クリック します。 

2. [ Windows の機能の有効化または無効化]をクリックします。 

サーバーマネージャーウィンドウが表示されます。 

3. [機能]をクリックします。 

4. [機能の追加]をクリックします。 

機能の追加ウィザードが表示されます。 

5. [ SNMP サービス]のチェックボックスをクリックして、塗りつぶし状態にします。 

6. [次へ]をクリックします。 

7. [インストール]をクリックします。 

インストールち効化が始まります。 

8. [閉じる]をクリックしてウィンドウを閉じます。 

な上で SNMP サービスのインス I ルは終了です。 


Windows Server 2008 Server Core / Windows Server 200 8 R2 Server Core インス i —ル 
のときは、コマンドプロンプトでが下のコマンドを実行して SNMP サービスをインストー 
ルします。 

"Start /w ocsetup SNMP-SC" 
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■Windows 7 / Windows 8 


1. 「コントロールパネル」の[プログラムと 機能]を クリック します。 

2. [ Windows の機能の有効化または無効化]をクリックします。 

3. Windows の機能ウインドウで、[簡易ネットワーク管理プロトコル ( SNMP )] 

(または [ SNMP の機能])のチェックボックスをクリックして、塗りつぶし状態にします。 

4. [ OK ] をクリックします。 

インストールち効化が始まります。 

な上で SNMP サービスのインス I ルは終了です。 
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J .2.4 SNMP サービスの設定 

Server Core インストールな外のときは、 「■ SNMP サービスの設定準備」は不要です。 
次項の 「■ SNMP サービスの設定変更」な降の手順に従ってください。 


■ SNMP サービスの設定準備 

監視対象サーバーの 0 S が Server Core インストールのときは、「管理 PC 」 からネットワーク経由で 、 SNMP 
サービスの設定を変更します。 

1 . 監視対象サーバー側で接続準備をします。 

監視巧をサーバーのコマンドプロンプトでな下のコマンドを実行してください。 

- Windows Server 2008 Server Core インス I —ルのとき 

"netsh firewall set service 円 LEANDPRINT enable SUBNET " 

"netsh firewall set service REMOTEADMIN enable SUBNET " 


- Windows Server 2008 R 2 な降の Server Core インス I —ルのとき 

"netsh advfirewall firewall set rule group = "フアイルとプリンターの共ち " new enable = Yes " 

2. 「管理 PC 」 に SNMP サービスをインストールします(本項目レ:;降は「管理 PC 」 で操作 

します)。 

SNMP サービスのインストール方まについては、「1.2.3 SNMP サービスのインストール」を参照し 
てください。 

3. 監視対象サーバーへのセッションを確立します。 

「管理 PC 」 のコマンドプロンプトでな下のコマンドを実行してください。 

"Net use * ¥¥< ServerName >¥ c $ / u :< UserName >" 

<ServerName> は、 ServerCore インストールを実巧しているサ ー / く一の名前です。 
<UserName> は、管理者 ■ アカウントの名前です。 

4. [管理 ッー ル]- [コン ピュ ータの 管理]をダブルクリックします。 

5. 左ペインのッリーの一番上の階層をちクリックし、[別のコンピュータへ接続]をクリッ 
クします。 

6. [別のコンピュータ]ボックスに 、 Server Core インス！ルを実巧しているサーバーの 
コンピューター名を入力し、 [ OK ] をクリックします。 

Server Gore インストールをしているサーバーの「コンピュータの管理」に接続されます。 
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■ SNMP サービスの設定変更 


1. 「コントロール パネル」の[管理 ツー ル]- [サービス] をダブルクリックします。 

Server Core インストールのときは、[管理ツール]-[コンピユータの管理]をダブルクリックして表示 
される、左ペインのツリーの[サービスとアプリケーシヨン]-[サービス]をクリックすると、サービ 
スー覧が表示されます。 

2. サービスー覧から [SNMP Service ] を選択し、隅作]タブから[プロパティ]をクリックし 
ます。 

「 SNMP Service のプロパティ」ダイアログボックスが表示されます。 


3. [トラップ]プロパティシートのロミュニティ名]ボックスに、 「 public 」 または任意のコ 
ミュニティ名を入力して[-覧に追加]をクリックします。 

ESMPRO/ServerManager 側の設定で受信するトラップのコミュニティをデフホルトのい」からを 
更したときは、 ESMPRO/ServerManager 側で新し < 設定したコミュニティ名と同じものを入力し 
ます。 

また、 ESMPRO/ServerAgent からのトラップが ESMPRO/ServerManager に正し < 受信されるた 
めには、双方のコミュニティ名を一致させてください。 

4. [追加]をクリックします。 

5. [トラップ送信对の植加]をクリックし、[ホスト名、 IP アドレス、または IPX アドレ 
ス]ボックスに送信先の ESMPRO / ServerManager マシンの IP アドレスを入力後、[追 
加](または [0 K ]) をクリックします。 

トラップ送信先に指定されている IP アドレス(またはホスト名）をマネージャ通報 ( TCP / IP ) の設定で 
指定すると、重複していることを警告するメッセージが表示されます。 

この設定では、指定されている IP アドレス(またはホスト名)の ESMPRO/ServerManager に、アラ 
ートが重複して通報されます。 

6. [セキュリティ]プロパティシートを表示させて、「受け付けるコミュニティ名」の植则 
をクリックします。 


Windows Server 2012で 「SNMP Service のプロパティ」ダイアログボックスの[トラップ] 
プロパティシートや[セキュリティ]プロパティシートが表示されていないときは、「コン 
トロールパネル」の[プログラムと機能]- [ Windows の機能のち効化または無効化]-[機能] 

-[リモートサーパ'-管理ツール]-[機能管理ツール]から [ SNMP ツール]を追力 Q してくだ 
さし、。 
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7. 「コミュニティの権利」を「読み取り、作成 」 （「READ CREATE 」） または「読み取り、 
書き込み 」 （「READ WRITE 」） に変更します。 

「受け付けるコミュニティ名」の権利を「読み取り、作成」 （「READ CREATE」） または「読み取 
り、書き込み」 （「READ WRITE」 ）な外の権利に設定すると、 ESMPRO/ServerManager からの設 
定/一部の監視ができな < なります。 

またコミュニティ名には、手順3で入力したコミュニティ名を入力してください。 

8. [コミュニティ 名]ボックスに、 「 public 」 または任意の コミュニティ 名を入力して[追加] 
をクリックします。 

9. 「すべてのホストから SNMP パケットを受け付ける」をクリックして選択します。 

-特定のコミュニティからの SNMP パケットだけ受信するように設定するとき 

SNMP パケットを受けつけるコミュニティ名をデフナルトの 「public」 から変更します。 
コミュニティ名を変更したときは、「コントロールパネル」から ESMPRO/ServerAgent のコ 
ミュニティを変更を録してください。コミュニティの変更を録には[全般]タブの [SNMP コミ 
ュニテイ]リストボックスを使います。 


また、 ESMPRO/ServerManager からの SNMP パケットを ESMPRO/ServerAgent 側で正し 
く受信できるようにするため、 ESMPRO/ServerManager 側の設定の送信コミュニティ名と 
ESMPRO/ServerAgent 側の SNMP サービスが受信するコミュニティ名を、同じにしてくだ 
さい。 

-特をのホストからの SNMP パケットだけ受信するように設定するとき 

「これらのホストから SNMP パケットを受け付ける」をクリックし、パケットを受信する 
ホストの IP アドレスと ESMPRO/ServerAgent をインストールするサーバーの IP アドレス 
とループバックアドレス (127.0.0.1) を指定してください。 

10. [ OK ] をクリックしてネットワークの設定を閉じます。 


な上で SNMP サービスの設定は終了です。 

P-O • Oracle など SNMP を使うソフトウェアによっては、インス!ル時に SNMP サービス 
ED のスタートアップを「手動」 I こ変更します。 SNMP サービスが開始されていないと、 

ESMPRO / ServerAgent は正常に動作できません。このようなときは、 SNMP サービス 
のスタートアップを「自動」 I こ戻し、サービスを開始して < ださい。 

• 運雨中に SNMP サービスの設ミを変更したときは 、 「ESM AMI Service 」 
r ESMDiskArrayj を再起動してください。 
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1 . 2.5 RAID コントローラーの監視 


RAID コントローラーを監視するときは、 RAID コントローラーの管理ユーテイリテイを使います。 
管理ユーテイリテイの各マニュアルを参照してインストールして〈ださい。 
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之•インストール 


システム起動直後にインストールすると、インストールに失敗します。システムが完全に起動してからイン 
ストールを始めてください。 

■インストール方ま 

1. ビルトイン Adminis 帕 tor (または管理を権限のあるアカウント)で、サインイン(ログオ 
ン）します。 

2. EXPRESSBUILDER を光ディスクドライブにセットします。 

才ートラン機能により EXPRESSBUILDER の才ートランメニューが起動します。装置選択画面が 
表示されわときは、該当する装置を選択します。 

3. [各種アプリケーシ ヨン] をクリックし、表示されるメニューより [ ESMPRO ] をクリック 
します。 

ESMPRO セットアップが起動し、メインメニューが表示されます。 

ユーザーアカウント制御がち効のときは、「ユーザーアカウント制御」ウィンドウが表示されます。 
[続行]をクリックしてホに進んでください。 

4. ESMPRO セツトアップのメインメニューで [ ESMPRO / ServerAgent ] をクリックしま 
す。 


才ートランメニューが起動しないときは、 EXPRESSBUILDER 巧の 
¥ autorun ¥ dispatcher.exe (64 ビット版 : dispatche し x 64. exe ) をダブルクリックして、才ート 
ランメニューを手動で起動してください。 
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ダブルクリックでメニューをクリックすると、同じダイアログボックスが2つ表示されま 
す。2つ表示されたときは[終了]をクリックしてどちらか一方のダイアログボックスを 
閉じてください。 


5. [次へ] をクリックします。 

セットアッププログラムが自動機種判断します。セットアッププログラムが機種を判別できなかつ 
たときには、 ESMPRO/ServerAgent のインスI—ルを中止します。 

また、 ESMPRO/ServerAgent がすでにインスI—ルされているときは、 「ESMPRO/ServerAgent 
がすでにインストールされています。」というダイアログボックスが表示されます。 



6. ESMPRO / ServerAgent のインストール先パス名を入力し、 [次へ] をクリックします。 
デフォルトでは C:¥ESM フォルダー内に、 ESMPRO/ServerAgent のモジュールがインスIルさ 
れます。（じは、 Windows システムパーティシヨンを意味します） 

特に問題がなければ、このまま[次へ]をクリックしてください。 

インストール先を変更したいときは、[参照]をクリックして希望するインストール先のフォルダー 
を、ドライブ名を含むフルパスで指定してから、[次へ]をクリックして〈ださい。 


7. インストール終了のウィンドウが表示されたあと、[完了]をクリックします。 
な上でインスI^ールは終了です。 

インストールした ESMPRO/ServerAgent の機能は、 OS の再起動後に有効になります。 


• インス!'•ール中(こ[キャンセル]をクリックすると、インス!''ールを中止するかどうかを 
確認するメッセージが表示され、[中止]をクリックするとインストールを中止します。 
ただし、途中までインストールされたファイルは削除されません。 

参インス!—ル中まれに Windows インス!—ラがエラーとなり、セットアッププログラ 
ムの実行が失敗します。失敗したときは保守サービス会なに連絡して〈ださい。 
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♦ ESMPRO / ServerAgent のインストール後、 SNMP サービスは停止状態になっています。 
0 S の再起動後、 SNMP サービスは自動で開始されます。 

♦ ESMPRO / ServerAgent のインストールが終了しても ESMPRO セットアップの メニュ 
ーウインドウは閉じません。ほかのダイアログボックス(こ隠れることがあります。 
ESMPRO セットアップを終了するときは、[終了]をクリックしてください。 

♦ 0 S (こよっては、インストール後に「ェクスブローラーは動作を停止しました」という 
メッセージが表示されることがあります。 

ただし、インストールは正常(こ終了しており、システムじ影響はありません。 
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3 . インストールを終えた後に 

ESMPRO/ServerAgent のインストール後に必ずお読みください。 


ゴ •/ ポートの設定 


SNMP サービスをインストールすると、 SNMP が使うポート (161/UDP) が開放されますが、ドメイン環境で 
はないときは、アクセスが口ーカルサブネット巧のマシンのみに制限されます。 

異なるサブネット上の ESMPRO/ServerManager で監視するときは、な下の手順に従って 
ESMPRO/ServerManager の SNMP アクセスを許可してください。 


1. 「コントロールパネル」の 憎理ツー ル]-[セキュリティが 強化された Windows ファイ 
アウ ォール] をダブルクリックします。 

2. [受信の規則]をクリックします。 

3. -覧から[プロファイル]力《「プライべート，パブリック」の [ SNMP サービス (UDP 
受信)]を選択し、[操作]タブから[プロパティ]をクリックします。 

SNMP サービス (UDP 受信)のプロパティが表示されます。 

4. [スコープ]プロパティシートのリモート IP アドレスで、[任意の IP アドレス]を選択し 
ます。 

[これらの IP アドレス]を選択するときは、 ESMPRO/ServerManager の IP アドレスを追加してくだ 
さい。 

5. [0 K ] をクリックして受信規則の設定を閉じます。 

6. [送信の規則]をクリックします。 

7. -覧から[プロファイル]力《「プライべート，パブリック」の [ SNMP サービス (UDP 
送信)]を選択し、[操作]タブから[プロパティ]をクリックします。 

SNMP サービス (UDP 送信)のプロパティが表示されます。 

8. [スコ ープ]プロパティシートのリモート IP アドレスで、[任意の IP アドレス]を選択し 
ます。 

[これらの IP アドレス]を選択するときは、 ESMPRO/ServerManager の IP アドレスを追加してくだ 
さい。 

9. [0 K ] をクリックして送信規則の設定を閉じます。 
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■Server Core インストール 

Server Core インストールのときは、ポートを開放していないと SNMP が使うポート (161/UDP) がブロック 
され、 ESMPRO/ServerManager と ESMPRO/ServerAgent は通信できな〈なり、サーバーを監視できません。 
お下の手順に従ってポートを設定してください。 

1 . コマンドプロンプトでお下のコマンドを実行します。 

"netsh advfirewall firewall set rule name="SNMP サービス (UDP 受信 )" new remoteip=any" 
"netsh advfirewall firewall set rule name="SNI\/IP サービス (UDP 送信 )" new remoteip=any" 

2. コマンドプロンプトを閉じます。 


3.2 ESMPRO/ServerAgent の動作設定 


ESMPRO/ServerAgent の動作設定は、「コントロールパネル」の ESMPRO/ServerAgent で変更できます。 
設定できる項目は、 ESMPRO/ServerAgent をインストールした機種によって異なります。 


3ント□ールバネル 


i , 図，]ント□—ルパネル 


ファイル(り漏集のま示(ぶツールのヘルプ化） 
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1 

ESMPRO/ServerAgent Ver. 4.6 ^ 


アンインス 1 

卜—ル 


ESMPRO/ServerAgent のアンインストールについて説明します。 


1. アンインス I ル 

ESMPRO/ServerAgent のアンインストール手順について説明しています。 
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/. アンインストール 


システム起動直後にアンインストールすると、アンインストールに失敗します。システムが完全に起動して 
からアンインストールを始めてください。 


エクスプレス通報サービス/エクスプレス通報サービス ( HTTPS ) をインストールされているときは、ェクスプ 


レス通報サービス/エクスプレス通報サービス ( HTTPS ) をアンインストールした後、 ESMPRO/ServerAgent 
をアンインス I ルして < ださい。 

■アンインストール方法 

1 . 「コントロールパネル」の[プログラムと機能](または[プログラムの追加と削除])をダブ 
ルクリックします。 

2. [ ESMPRO / ServerAgent ] を選択して[アンインストールと変更](または[変更と削除])を 
クリックします。 

3. アンインストール終了のウィンドウが表示されたあと、[完了]をクリックします。 

レ: I 上でアンインストールは終了です。アンインストール後は 0 S を再起動してください。 


• アンインストール後、インストール先フォルダーに 「 AM 旧 TUpt . dIU というファイルが 
1つだけ残ることがあります。そのときは手動で削除してください。 

(「 AM 旧 TUpt . dll 」 が外のファイルも残っているときは削除しないでください） 

• Ins ね HShield 2008の不具合により、アンインス！ル後の初回再起動時 I こお下のエラ 
ーメッセージが表示されることがあります。表示されたときは、 [0 K ] をクリックして 
そのまま進めてください。 



• アンインストール後じ「エクスプローラーは動作を停止しました」というメッセージが 
表示されることがあります。 

ただし、アンインストールは正常に終了しており、システムじ影響はありません。 
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ESMPRO/ServerAgent Ver. 4.6 

i 

付録 


1. 注意事項 

ESMPRO/ServerAgent を使うにあたりを意すべき点を説明しています。 

2. ポートー 宾 

ESMPRO/ServerAgent が使うポートについて説明しています。 

3. サービスー真 

ESMPRO/ServerAgent が使うサービスー覧について説明しています。 

4. サービスの開始/停止順 

ESMPRO/ServerAgent が使うサービスの開始順、停止順について説明しています。 
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/. を意事項 

/•/ イベントログ 


■ LAN 監視の通報 

LAN 監視機能では一定時間(監視間隔)ごとに、その期間巧の送受信パケット数とパケットエラー数から回 
線の状態を判断します。そのため一時的な回線高負荷であっても、 ESMLANService がイベントログ(シス 
テム)にな下のイベントをを録することがあります。 

ESMLANService 

301 
警告 

回線障害の可能性があります。 

デバイス：％1エラー種別：%2,%3,%4 
アライメントエラー数=%5 
FCS エラー数=%6 
キヤリアセンスエラー数=%7 

ESMLANService 

302 
警告 

回線が高負荷状態です。 

デバイス：％1エラー種別：%2,%3 
送信パケット総数=%4 
遅延衝突数=%5 
単一衝突数=%6 
多重衝突数=%7 
遅延送信数=%8 
超過衝突数=%9 
MAC 送信エラー数=%10 

現象が一時的なときは、巧の監視のタイミングでな下のイベントがを録されますが、問題ありません。 


ソース 
イベント ID 
レベル 
説明 


ソース 
イベント ID 
レベル 
説明 


ソース 

ESMLANService 

イベント ID 

305 

レベル 

: 情報 

説明 

次の障害から通常状態に戻りました。 

デバイス：％1障害イベント ID : %2，％3，％4 
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LAN 監視機能は、な下の基準に従って回線の状態を監視しています。 


-下記計算結まが、しきい値(回線障害発生の割合)な上のとき、イベント ID 301 をエラー種別1でを録 
します。 

100 x アライメントエラー数/受信パケット総数 

* アライメントエラー:サイズがオクテット (8) 単位でない受信パケット。 

-下記計算結果が、しきい値(回線障害発生の割合)な上のとき、イベント ID 301 をエラー種別2でを録 
します。 

100 xFGS エラー/受信パケット総数 

*FGS エラー：チェックサムでエラーが出た受信パケット。 

-下記計算結果が、しきい値(回線障害発生の割合)な上のとき、イベント ID 301 をエラー種別3でを録 
します。 

100 x キャリアセンスエラー数/送信パケット総数 

* キャリアセンスエラー：パケット送信時の回線確認でエラーとなる。 

-下記計算結果が、しきい値(送信リトライ発生の割合)な上のとき、イベント ID 302 をエラー種別1 
で登録します。 

1 00 x ( 遅延衝突+単一衝突+多重衝突+遅延送信 V 送信パケット総数 

* 遅延衝突：送信開始からワンスロットタイム (51.2 ms (10 Mbit/s のシステム))後にパケット 
衝突が発生した。 

単一衝突：パケット送信中に1回のパケット衝突が発生した。 

を重度衝突：パケット送信中に2〜15回のパケット衝突が発生した。 

遅延送信：パケットの送信を遅らせた。 

-下記計算結果が、しきい値(送信アボート発生の割合)な上のとき、イベント ID 302 をエラー種別2 
で登録します。 

100 x ( 超過衝突+ MAC 送信エラー)/送信パケット総数 

* 遅延衝突 ：パケット送信中に16回な上のパケット衝突が発生した。 

MAC 送信エラー：何らかの内部送信エラーが発生した。 

LAN 監視機能は、 SNMP サービスが正しく動作していることが前提となっています。 SNMP サービスに 
何らかの異常があると、イベントログ(システム)にな下のイベントをを録して、 ESMLANService は停止 
します。このときは SNMP サービスの設定を確認してください。 


ソース 

ESMLANService 

イベント ID 

399 

レペル 

: 情報 

説明 

ESMLANService 情報 -SNMP Service does not accept 

a request. 
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■ CPU 負荷監視のイベントログ 

ESMPRO / ServerAgent は、システムの一時的なリソース不足、高負お率などが原因で、 0 S からパフナー 
マンス情報が取得できないことを検出したときに、な下のイベントログを登録します。システムの運用に 
は問題ありません。（説明中の Y と X : 英数字 ■ YYYY は取得できないときがあります） 


ソース 

ESMCpuPerf 

イベント ID 

9005 

レベル 

: 情報 

説明 

システムのパフホーマンス情報が取得できない状態です 

(YYYY Code = xxxx ) 


なお、情報が取得できない場合は負荷率を0%として巧うため、連続して情報が取得できない事象が発生 
したときは、 CPU 負荷率は実際値よりも化 < 表示されます。 


■監視イベントの通報 

-アラート通報機能は、システムのイベントログにを録されたイベント情報を元に通報しています。その 
ためイベントビューアーのイベントログの設定で、イベントログの処理を[必要に応じてイベントを上 
書きする]に設定してください。それな外の設定では通報されません。 

-アラート通報機能の設定ッール(アラートマネージャ)の監視イベントッリーに登録されたイベントは、 
Alert Manager Main Service が開始していないと SNMP トラップを受信できるマネージャーへ通報さ 
れません 。 Alert Manager Main Service が開始しているときであっても、各通報手段の通報ち効/無効 
フラグが無効になっていると通報されません。通報ち効/無効フラグは、アラートマネージャの[設定] 

メニューから陋報基本設定卜陋報手段の設定]で設定します。 

同様に、システム起動時に Event Log サービスが開始な前に発生したイベントについても通報されま 
せん。 

-アラート通報機能の設定ッール(アラートマネージャ)の[通報基本設定]-[その他の設定]で、シャットダウ 
ン開始までの時間を設定できます。初期値は20秒になっています。シャットダウン時に通報するには、 
この値をネ刀期値より短くしないでください。 

-監視巧をイベントの通報時に通報障害が発生すると、イベントログにエラーメッセージがを録されます。 
この通報時に発生するエラーメッセージを監視対象イベントとして新規登録すると、通報時のエラー 
を再度通報して しまうため、障害復旧時に大量に通報されてシステムの負荷が高くなり性能がほ下し 
ます。特に下記アラート通報機能のサービスが出力するイベントは監視対象としないでください。 

■ Alert Manaaer Main Service 

■ Alert Manager Socket ( S ) Service 

■ (Alert Manager ALIVE ( S ) Service )* 

(*) Alert Manager AUVE ( S ) Service は、エクスプレス通報サービス、または WebSAM 
AlertManaaer がインストールされているときだけ、を録されるサービスです。 
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■システム起動時に登録されるイベントログ(アプリケーシ ヨン) 


-システム起動時に、ソース: Peillib でログが登録されることがあります。 

イベントログに関する詳細情報は、マイクロソフトサポートオンラインに記載されています。それぞ 
れの事象の解決方まの情報を参考 I こして < ださい。 

-マイクロソフトサポートは術情報-文書番号:226494 
「パフオーマンスモニタ化張機能のイベント」 
h 円 D://suPDort.microsoft.com/default.asDX?scid=kb:ia: 226494 

-マイクロソフトサポート技術情報-文書香号:296187 

「パフオーマンスカウンタのクエリを開始すると、アプリケーシヨンログイベントが生成され 
る」 

h 円 D://suDDort.microsoft.com/default.asDX?scid=kb;ia: 296187 


-マイクロソフトサポート技術情報-文書番号:267831 

「パフオーマンスカウンタを口ードするときにイベント ID 2003の警告メツセージがログに 
記録される」 

h 円 p :// support . microsoft . com / default . aspx ? scid = kb : ia ; 267831 


システム起動時に、 

な下のソースでログが登録されることがあります。 

ソース 

NSInfoCtrs , WSCtrs 

イベント ID 

1003 

ソース 

FTPGtrs 

イベント ID 

1000 


イベントログに関する詳細情報は、マイクロソフトサポートオンラインに記載されています。それぞ 
れのちお夫方法の情報を参をにしてください。 

-マイクロソフトサポート技術情報-文書香号:418200 

「[ II 司 NSInfoCtrs と WSCtrs でイベント ID 1003が記録される」 
h 円 D :// supDort . microsoft . com / default . asDx ? scid = kb : ia : 418200 

-マイクロソフトサポート技術情報-文書香号:418199 
「[ II 司 FTPGtrs でイベント ID 1000が記録される」 
h 円 D://suDDort.microsoft.com/default.asDx?scid=kb:ia:41 81 99 
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マイクロソフトサポートオンラインには、記述したイベントログお外の巧術情報も公開されています。 
参考として定期的に確認してください。 

-マイクロソフトサポートオンライン 

http :// support . microsoft . com / default . aspx ? LN=JA 


1 . 2 ハードディスクドライブ. RAID システム.ファイルシステム 


■ RAID コントローラーが存在しないハードウエア 

ディスクアレイ監視機能の監視サービス (ESM AMI Service 、 ESMDiskArray ) は、それぞれの RAID コント 
口ーラーが巧在しないハードウてアにもインストールされ、サービスの [スター トアップの種類]は[自動] 
となります。ディスクアレイ監視機能の監視サービスは、 0 S 起動時に起動してそのまま動作し続けます。 
ただし、監視対象の RAID コントローラーは巧在しないため監視しません。 

このとき、 ESMPRO / ServerAgent ディスクアレイ監視の保守作業、監視間幅を変更する 
rESMPRO / ServerAgent ディスクアレイ監視コンソール」は使えません ([ ESMPROServerAgent ディス 
クアレイ監視]-[コンソール]をクリックすると、コンソールは監視対象の RAID コントローラーが巧在しな 
いことを示すメツセージを表示します)。 


■テープ監視機能 

ESMPRO / ServerAgent では、テープ装置は障害監視しません。 

監視するには、バックアップソフトウエア、またはテープ監視アプリケーシヨンをご利用〈ださい。 
ESMPRO / ServerAgent のイベント監視機能を使うことにより、バックアップソフトウエア、またはテー 
プ監視アプリケーションが登録するイベントログを監視できます。 


■ストレージ、ファイルシステム監視機能の設定変更とリセット 

監視間隔変更、ハードディスクドライブの交換後のリセット、ハードディスクドライブ予防保守のち効/ 
無効、ファイルシステム空き容量監視のしきい値変更などの設定変更は、変更してもすぐには反映されま 
せん。設定を変更したあと、監視サービスのホの監視間隔で変更した設定がち効になります。 
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■ハードディスクドライブ予防保守の変更 

ハードディスクドライブ予防保守のち効/無効を変更すると、監視対象すベてのハードディスクドライブに 
対して変更した内容が設定されます。個々のハードディスクドライブごとに巧しては、有効/無効を設定で 
きません。 


■ SCSI/IDE 接続な外のデバイスの監視 

ストレージ監視は USB などの SCSI / IDE 接結な外のストレージデバイスを監視しません。 


■ハードディスクドライブ追加時の ESMPRO/ServerManager の 
[サーバ状態/構成情報]の表示 

LSI 社製 RAID コントローラーを接続できる機種では、 RAID システムにハードディスクドライブを追加し 
た直後は、 ESMPRO / ServerManager の[サーバ状態/構成情報]に追加したハードディスクドライブが表示 
されません。追加したハードディスクドライブをコンフィグレーシヨンして RAID システムに組み込まれ 
たあと、ツリーに表示されるようになります。 


■ネットワークドライブの ESMPRO/ServerManager の[サーバが態/構成情報]の 
表示 

ネットワーク接続したドライブは、 ESMPRO / ServerManager の[サーバ状態/構成情報]のファイルシステ 
ムツリー配下に表示されません。 


■ SCSI/IDE コントローラーのリソース情巧 

SCSI/IDE コントローラーの構成管理情報に含まれる[リソース情報]は、正しい情報を取得できません。 
0 S のシステム情報やデ/ くイスマネージヤーを参照して確認して < ださい。 


■ RAID システム変更時の ESMPRO/ServerManager の[サーバ状態/構成情報]の 
表示 

ESMPRO / ServerAgent のインストール直後、または RAID システムのメンテナンス中に、物理デバイス、 
論理デバイスを追加および削除したときは、 ESMPRO / ServerManager の[サーバ状態/構成情報]のディス 
クアレイツリ ー I こ、情報が反映されるまで時間がかかります。数分後に ESMPRO / ServerManager で監視 
対象サーバーを再度選択し、ツリーを更新してください。 
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■ SATA ち続の光ディスクドライブ 

LSI Embedded MegaRAID をお使いのときは、 ESMPRO/ServerManager の[サーバ状態/構成情報]のスト 
レージッリー配下に、 SATA 接続の光ディスクドライブに関する情報は表示されません。 


1.3 I / O デバイス 


■フロッピーディスクドライブ情巧 


0 S の動作中に USB 接続のフロッピーディスクドライブを追加/削除したときは、 

ESMPRO/ServerManager の[サーバ状態/構成情報]の [ I/O デバイス]配下のドライブ情報に反映されません。 
反映されるのは、次回 0 S 起動時になります。 

■シリア ルポー ト 

ESMPRO/ServerAgent はシリアルポートを使う機能が複数あり、これらの機能を巧うときはポートが不 
足することがあります。 

それぞれの機能で使うシリアルポートは、な下のとおりです。 

- UPS : COM 1~10 

- APCU : C 0 M 1 〜2 

- (ALIVE 保守)* : C 0 M 1 〜9 

(*) ALIVE 保守はリモートアクセスサービス (Remote Access Service ) を利用します。 

マネージャ通報 ( TCP/IP 0山- of - Band ) でリモートアクセスサービスを利用するときに巧えるシリアルポー 
卜は、な下のとおりです。 

-マネージャ通報 ( TCP/IP 0山- of - Band ) : C 0 M 1 〜10 

このうち、シリアルポートを共ちできるのは、 lit 下の組み合わせだけです。 

- ALIVE 保守+ユーザー利用リモートアクセスサービス 
どちらか一方の機能で回線を使っているときはもう一方の機能は使えません。 



リモートアクセスサービスを使うマネージャ通報 ( TCP / IPOut - of - Band ) は、ほかのシリア 
ルポートと共有すると障害情報が通ち日できません。共用は避けてください。 
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■プリンター情巧の利用可能時間と終了時刻 

新しくプリンターを接続して、ドライバーのインストールやコンフィグレーシヨンしたときなどは、プリ 
ント マネー ジャーで表示される利用可能時間/終了時刻は [00:00] です力 <、 ESMPRO/ServerManager で表示 
される利用可能時間/終了時刻は [9:00] となります。 ESMPRO/ServerManager で正しく表示するためには、 
な下の手順に従ってプリントマネージャーから利用可能時間/終了時刻を設定してください。 

1. プリントマネージャーから設定したいプリンターをちクリックし、 [プロパティ] をクリ 
ックします。 

2. [詳細設定]タブの[開始]をクリックして「利用可能時時間」と「終了時刻」を入力しま 
す。 

3. [ OK ] をクリックします。 


■ USB 接続のキーボード/マウスの ESMPRO / ServerManager の 
[サーバ状態/構成情報】の表示 

USB 接結のキーボード/マウスをを続していると、 ESMPRO/ServerManager の[サーバ状態/構成情報]の 
[I/O デバイス]配下のキーボード/マウスの情報は、「不明」と表示されます。 

■マルチモニター環境での I / O デバイスの情が 

ハードウ I アにグラフ ィッ クアクセラレータボードを搭載して、マルチモニター環境を構築していると、 
ESMPRO/ServerManager の[サーバ状態/構成情報]の [I/O デバイス]には、モニタ 1 に設定したモニタの情 
報だけが表示されます。 


■ディスプレイアダプタのリフレッシュレート 

画面のリフレッシュレートがハードウエアの既定値に設定されると、 ESMPRO/ServerManager の[サーバ 
状態/構成情綱の [I/O デバイス]配下のディスプレイアダプタの[リフレッシュレート]の値は、 riHzj と表 
示されます。 

画面のリフレッシュレートの設定は、陋面のプロパティト輯定]タブ-[詳細設定]-[モニタ]タブ-[画面のリフ 
レッシュレート]で確認できます。 

モニター 名が [Generic PNP Monitor] と表示されたときに、画面の リフレッシュレー トが ハードウエアの 既 
を値に設定されます。 
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■ディスプレイ情報の表示 

監視対象サーバーの 0 S によっては、 ESMPRO / ServerManager のディスプレイ情報のな下の項目力《、「不 
巧」と表示されます。 

■ リフレッシュレート 
-垂直/水平解像度 
-ピクセル 


■ディスプレイアダプタの RAM サイズ 

監視対象サーバーの 0 S 、 またはビデオドライバーによっては、 ESMPRO / ServerManager の[サーバ状態/ 
構成情報]の [ I / O デバイス]配下のディスプレイアダプタの [ RAM サイズ]は、正しい値が表示されません。 

■シリアルポートの情報表示 

監視対象サーバーの 0 S I こよっては、 ESMPRO / ServerManagei •のシリアルポート情報のな下の項目が、 
「不明」と表示されます。 

- IRQ 

- I / O アドレス 
- I / O サイズ 


1 . 4 ハードウ エア 


■奇数枚の DIMM 実装で使ったときの ESMPRO / ServerManager の 
[サーバ状態/構成情報]の表示 

奇数枚の DIMM 実装で巧ったとき、機種により ESMPRO / ServerManager の[サーバ状態/構成情報]のメモ 
リバンクが未実装と表示(グレイ表示)されます。実際に実装されているメモリと同じ実装位置のメモリが 
正常になっていれば、 ESMPRO / ServerManager の表示としては問題ありません。 

DIMM の警告/異常が発生したときは、メモリバンクがき色(警告)/ホ色惧常)になり、問題を検知できます。 
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/.J SNMP 


■SNMP サービス (snmp.exe) の CPU 負荷率 

ESMPRO / ServerAgent と ESMPRO / ServerManager は、 SNMP サービスを介して情報をやりとりします。 
ESMPRO / ServerManager のサ ー J く一状態監視をち効(デフオルト)にしているときは、定期的に 
ESMPRO / ServerAgent に対して現在のサーバー状態の取得要ポが発行され、取得要求に対して 
ESMPRO / ServerAgent 側はサーバー状態を確認するために一時的に SNMP サービスの CPU 負荷率が高 
〈なります。そのため、 ESMPRO / ServerManager でサーバーを監視中に、 ESMPRO / ServerAgent 側の 
SNMP サービスの CPU 負荷率が ESMPRO / ServerManager のサーバー状態監視間幅ごとに高〈なること 
があります。 

動画再生に使うアプリケーシヨンで「途切れ」の現象が発生するときは、 ESMPRO / ServerManager のサ 
ーバー状態監視を無効にするか、監視間隔を広げるなどして運用してください。 


■ SNMP サービスのハング 

SNMP サービスには、 SNMP 拡張エージ X ントと呼ばれるモジュールが巧在します。この SNMP 拡張エ 
—ジェントは、 SNMP サービスを使うソフトウェアをインストールしたときに登録されることがあります。 
SNMP サービス開始時には、これらの SNMP 化張エージ X ントの読み込みもさめネ刀期化しますが、一定 
時間内にネ刀期化が終了しなかったときは SNMP サービスのハングが発生します。 

-時的な 0 S の高負荷などにより、 SNMP サービスのネ刀期化に時間がかかりハングを起こすことが考えら 
れるため、 0 S の負荷が十分に軽くなったあとに SNMP サービスを再起動してくださし、。 


■コミュニテイの権利 

0 S の種類、バージョンにより初期設定が異なることがあります。 

ESMPRO / ServerManager からのリモートシ ヤツ トダウン、口一カルポーリング、およびしきい値のを更 
機能を使うには、 

コミュニティ名を設定し、その権利を「読み取り、作成 」 （「READ CREATE 」） または「読み取り、書き 
込み 」 （「READ WRITE 」） にしてください。 
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■コミュニティの変更 

ESMPRO / ServerAgent 側の SNMP サービスのセキュリティ設定で、特定コミュニティからの SNMP パケ 
ットだけを受信するよう I こデフホルトの 「 public 」 から変更したときは、 ESMPRO / ServerAgent に対して 
コミュニティのを録を変更してください。 

1. 「コント ロール パネル」から [ ESMPRO / ServerAgent ] をダブルクリックします。 

2. [全般]タブ- [ SNMP の設定 ]- [SNMP コミュニティ 名]リス ト ボックスから任意の コミュ 
ニティ名をクリックします。 

[SNMP コミュニティ ] リストボックス I こは 受信対象の コミュニティ 名の一覧が表示されます。 

3. [0 K ] をクリックします。 


/•がシステム 


■ CPU 情が 

ESMPRO / ServerManager の[サーバ状態/構成情報]のシステムツリーの CPU 情報の外部クロックは、「不 
巧」と表示されます。 


1 . 7 システム環境 


■温度/電圧/ファン監視のしきい値 

温度/電圧/ファンのしきい値の表示/変更はできません。ただし、機種により ESMPRO / ServerManager の 
[サーバ状態/構成情報]でしきい値だけ表示されるものがあります。 ESMPRO / ServerAgent はそれぞれの機 
種で設定された最適なしきい値により監視しています。 


■温度/電圧/フアンセンサーの表示 

機種により、状態、現在値、回転数、しきい値などの情報を持たない温度/電圧/ファンセンサーが存在し 
ます。そのため、 ESMPRO / ServerManager で該当センサを参照したときは、な下のように表示されます 
力《、 ESMPRO / ServerAgent は監視しているので問題はありません。 

- ESMPRO / ServerManager の[サーバ状態/構成情報]で、状態が「不明」とま示される。 

- ESMPRO / ServerManager の[サーバ状態/構成情報]で、現在値、回転数がま示されない。または「不 
明」と表示される。 
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■售体カバー監視 

匡体カバー監視をサポートしている機種であっても、初期設定では憧体カバーの開閉に伴うアラートは通 
報されません。アラート通報機能の設定 ツール (アラート マネージャ ) で設定を変更することにより、憧体 
カバーの開閉のアラートが通報されるようになります。 

ただし上記の設定に関係な< 、 ESMPRO/ServerManager の[サーバ状態/構成情報]で、サーバーの状態色、 
屋体カバーの状態は、反映されます。 


■電源の表示 

冗長電源構ホの装置をお冗長電源構成で起動させると、起動中に電源モジュールを実装しても 
ESMPRO/ServerManager で実装した電源モジュールの情報は表示されませんが、冗長状態については正 
しく表示されます。 

実装した電源モジュール状態を反映させるためには、 0 S を再起動してください。 


■冗長ファンの挿抜時の ESMPRO / ServerManager の[サーバ状態/構成情報]の 
表示 

冗長ファンをホットスワップにて挿はすると、 ESMPRO/ServerManager の[サ ー/ 《状態/構成情報]のファ 
ンの構ホが反映されず、な下のイベントログが登録されることがあります。 

構ホが反映されないときは、 SNMP サービスを再起動してください。 


ソース 


ESMCommonSemce 


イベント ID 1602 

説明 スロットまたはコネクタに新しいデバイスが接続されました。 
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1 .が 他製品との共存 


■ Microsoft SQLServer 6.5 との混在時の CPU 負荷 


な下の状況で使うときは、 ESMPRO/ServerAgent のサービスの CPU 負荷が上昇 (+10%W 上）します。 


を件 

-同ーマシンに Microsoft SQLServerS. 5 と ESMPRO/ServerAgent がインストールされていて、サ 
—ビスが開始している。 

- Microsoft SQLServer6.5 のオプシヨン[パフオーマンスモニタ統合]のチエックがオンになつてい 
る0 


確認モま 

パフォーマンスモニターを使って 、 Microsoft SQLServer6.5 のオプ シヨンで[パフォーマンスモニタ 
統合]のチェックをオン/オフしたときでな下の値を比較してください。 

オブジェクト: Process カウンタ说 Processor Time インスタンス: ESMCMN 


-対処モま 

上記の確認方まで取得した CPU 負荷率が、 SQLServer オプションのチェックのオソオフで大きく 
違うときは、チェックをオンにすることによる CPU 負荷率の増加と考えられます。 

これは、 SQLServer オプションがオンに設定される事で 0S から取得するパフォー マンス データの 
項目が増加し、増加にともない 0 S からパフォー マンス データを取得する サービス 内のパフォー マ 
ンス データ解析処理に、時間がかかるために発生します。 

SQLServer のパフ ホーマンス データを監視しないときは、不要なパフォー マンス データを取得する 
ことによる CPU 負荷の増加を避けるために SQLServer オプションをオフにして〈ださい。 


于エックを変更したをには必ず OS を再起動してください。再起動しないと、パフ ホーマ 
ンスモニターでサービスの正しい負巧率は取得できません。 


■ CLUSTERPRO システムにおけるファイルシステム監視 

弊社の CLUSTERPRO によるクラスタ環境で ESMPRO/ServerAgent を巧うときは、運用系サーバーで設 
をした空き容量監視機能のしきい値、監視のち効/無効は、フ X —ルオーバーが発生すると待機系サーバー 
へ引き継がれません。 

必ず、待機系サーバーでしきい値、監視のち効/無効を設定しなおして〈ださい。 
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■ Oracle 製品との共巧 

Oracle 製品をインストールすると 、 SNMP Service のスタートアップが「自動」から「手動」に変更され 
ることがあります。変更されたときは「自動」に戻した上で、 Oracle 製品の説明書に従って正しく設定し 
てください。 

不明点等は 「 NEC オラクルレスポンスセンター」へお問い合わせ〈ださい。 


/. 夕通報 


■アラート 

アラートビユーアで表示されるアラートの詳細情報は、アラートにより一部の情報が「不明」と表示され 
ます。 

■-般クライアント通報 

「一般クライアント通報」は使えません。通報手段をち効にしてもエラー I こはなりませんが、通報されま 
せん。 


1.10 0 S 依存 


■Server Core インストールのを意事項 

Server Core インストールでは、な下の;'主意事項があります。 

-設定ツール ( amsadm . exe ) のヘルプウインドウは表示されません。 

- U 下の機能は巧えません。 

-マネージャ通報 ( TCP/IPO 山 - of - Band ) 

- ESMPRO / ServerManager のシリアルポート情報のな下の項目が、「不明」と表示されることがあり 
ます。 

-最高通信ま度 
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■ユーザーアカウント制御 

ユー ザーアカウント制御をち効にしている場合、 ESMPRO/ServerAgent の「コント ロールパネル」 の起 
動や、 collect を実行したときなどに、管理を権限へ昇格させるためのダイアログが表示されます。表示さ 
れたときは[続行]をクリックしてくださし、。 



■マウスボタン数 

ESMPRO/ServerManager の[サーバ状態/構成情報]で、マウスボタン数は「不明」と表示されます。 


■ CPU 負荷率の監視 

Windows Server 2008 では、 OS の問題で CPU 負荷率取得時にメモリリークが発生します。 

本件に関する詳細情報は、マイクロソフトサポートオンラインに記載されています。 

-マイクロソフトサポートは術情報-文書番号: 951116 
http://support.microsoft.com/kb/9511 16 


上記サポート巧術情報の修正プログラムを適用してください。 
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■Windows 7( x 64) / Windows Server 2008 R 2 への Service Pack 1( SP 1) の適用 

ESMPRO/ServerAgent がィンス I ルされている環境に 、 Windows 7 SP 1 / Windows Server 2008 R 2 
SP 1 を適用するときは、更新プログラム ( KB 248742 6) を適用した後、 SP 1 を適用しないと、な下のィベン 
卜が Windows ログ(システム)にを録されます。 


ソース 

ESMCommonSemce 

イベント ID 

9103 

レベル 

ェラー 

説明 

監視 DLL のスレッド内でエラーが発生しました。 

ソース 

Service Control Manager 

イベント ID 

7034 

レベル 

ェラー 

説明 

xxxn サービスは予期せめ原因により終了しました。このサービ 

スの強制終了は1回目です。 

(*) XXX には ESMPRO / ServerAgent のサービスが記載されます。 


本件に関する詳細情報は、マイクロソフトサポートオンラインに記載されています。 
-マイクロソフトサポートは術情報-文書番号:2487426 
http :// support . microsoft . com / kb / 2487426 

上記サポート巧術情報の修正プログラムを適用してください。 

更新プログラムに関する情報および適用手順については、お下にも公開しています。 
■ Windows Server 2008 R 2 および Windows 7の Service Pack 1について 
http :// support . express . nec . co . ip / os / w 2008 r 2/ sp 1 .htm 

適用ガイド 

- 「Windows Server 2008 R 2 Service Pack 1適用について」 

- 「Windows 7 Service Pack 1適用について」 
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■仮想化環境でのを意事項 

仮想化環境では、 ESMPRO/ServerManager のな下の項目が、正しく表示されないことがあります。 
- ESMPRO/ServerManager のシリアルポート情報の項目。 

-コネクタお状 

- ESMPRO/ServerManager の BIOS 情報の項目。 

-サイズ 

- ESMPRO/ServerManager の装置情報の霞体情報の項目。 

-タイプ 

- ESMPRO/ServerManager の CPU 情報の項目。 

■ キャッシュ 


■仮想化環境のホスト 0 S 上でのを意事項 

ESMPRO/ServerAgent は連続運巧がを険な障害情報を検出すると、デフホルトの設定では 0 S をシャッ 
トダウンします。 

仮想化環境でゲスト 0 S を稼動させている環境では、ゲスト 0 S がシャットダウンされずにサービスコン 
ソールがシャットダウンするため、ゲスト 0 S からは予期せめシャットダウンが発生したことになります。 
ゲスト 0 S の正常終了を重視されるときは、 ESMPRO/ServerAgent からの通報によるシャットダウン機 
能を無効にし、障害発生時には手動でゲスト 0 S からシャットダウンしてください。 

[通報によるシャットダウン機能の設定手順] 

1. ビルトイン Adminis 帕 tor (または管理を権限のあるアカウント)で、サインイン(ログオ 
ン）します。 

2. 「コントロールパネル」から [ ESMPRO / ServerAgent ] をダブルクリックします。 

ESMPRO/ServerAgent のプロパティウィンドウが表示されます。 

3. [全般]タブの[通報設定]をクリックします。 

アラートマネージャ設定ウィンドウが表示されます。 

4. [設定]タブの[通報基本設定]をクリックします。 

通報基本設定のウィンドウが表示されます。 

5. [その他の設定]の「シャットダウン開始までの時間設定」項目が、赤アイコン(無効)に 
なっていることを確認します。 

緑アイコン(ち効)になっているときは、アイコンをクリックしてホアイコン(無効)にを更してくだ 
さい。 

6. [0 K ] をクリックして設定ウインドウを閉じます。 
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■仮想化環境 ( Hyper - V 上)でのデイスプレイ情がの表示 

Windows 8、または Windows Server 2012の仮想化環境 ( Hyper - V 上)で、ビデオドライバー 「Microsoft 


Hyper - V ビデオ」を使うときは、 ESMPRO / ServerManager のディスプレイ情報のお下の項目が、「不明」 
と表巧されます0 


■ リ フレッシュレー ト 
-垂直/水平解像度 
I ピクセル 
I RAM サイズ 


/•// その他 


■ OS 起動時に表示される esmcmn . exe のポップアップウィンドウ 

光ディスクドライブを搭載した装置に ESMPRO / ServerAgent をインストールしたとき、メディアを取り 
出し、エクスプローラーを終了しないで OS を再起動させると、な下の内容のポップアップウィンドウが 
表 7 F されます。 

ポップアップウインドウの表示内容 （ ドライブ名)は、 OS によって異なります。 



上記ポップアップウィンドウが表示されたときは、ダイアログボックスの[中止]または[無視]をクリックし 
てダイアログボックスを閉じてください。ダイアログボックスを閉じないと、 Works ね tion サービス、ま 
たは関連したサービスが開始できず、 OS の動作が不を定になります。 

また OS を再起動するときは、エクスプローラーなどメディアを参照しているプログラムを終了させた後 
に、再起動してください。 
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■ PCI ホットプラグ 

ESMPRO / ServerManager の[サーバ状態/構成情報]によリサーバー情報を参照中に、 PGI ホットプラグに 
より当該サーパ’一の構成を動的に変更したときは、 ESMPRO / ServerManager で監視対象サーバーを再度 
選択して、[サーバ状態/構成情報]ツリーを更新してください。 

ツリーを更新しないときは、 PCI ホットプラグによるハードウ X アの構成変更が反映されないため、現在 
のハードウ X アの情報と異なります。 

また、 ESMPRO / ServerAgent のトラップ送信先に ESMPRO / ServerManager の装置がを録済みであれば、 
構成変更のタイミングで 「 Slot 状態」に関するトラップが ESMPRO / ServerManager に送信されるため、 
ESMPRO / ServerAgent をインストールした装置の構ホが変更されたことを ESMPRO / ServerManager で 
確認できます。 


■スリープ状態での監視 

ESMPRO / ServerAgent をインストールした装置がスリープ状態(システムスタンバイ/システム休止状態） 
のときは、 ESMPRO / ServerManager から監視できません。 

ESMPRO / ServerManager のサーバー監視設定で、サービス/サーバーのお応答時にアラートを登録する設 
定のときは、 ESMPRO / ServerAgent をインストールした装置がスリープ状態になると 「 SNMP サービス 
アクセス不能(またはサーパ’ーアクセス不能)」の通報が上がり、サーバーアイコンの状態が不明になるた 
め、監視対象の装置がダウンしたのか、スリープ状態なのかは区別できません。 


■二重化システム管理 

CLUSTERPRO を使った二重化システム管理を使うときは、運用/待機両を別々の口ーカルディスクに 
ESMPRO / ServerAgent をインストールします。2台のサーバーにインストールするなかは通常のインスト 
ールと同じです。 


■ハードウ I アの不具合発生後の巧起動 

ハードウエアの不具合を検出したときは、 0 S をシャツトダウンします。 

シャツトダウン後に不具合を対処/復旧しないで 0 S を再起動すると、再起動の直後にシャツトダウンしま 
す。必ず不具合を対処/復旧したあとに 0 S を再起動してください。 


■シャツトダウン監視 

シャツトダウン監視を使うときは、すべてのシャツトダウン化理が監視対象となります。 

0 S の再起動、電源 OFF を伴わないシャツトダウンを使うアプリケーシヨンがあるときは、タイムアウト 
時間を長めに設定するか、シャツトダウン監視を OFF にしてください。 
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■ IEEE 1394 ネットアダプタの LAN 監視 

IEEE1394 ネットアダプタが搭載される装置では、 IEEE1394 ネットアダプタを別の IEEE1394 ネットア 
ダプタを搭載する装置と接結したときに、 ESMLANService での LAN 監視はできません。そのような構成 
では、 LAN 監視を ON にしないでください。 

な下のような構成では監視できません。 



■ メモリリーク 

Windows Server 2008 で、 ESMPRO/ServerAgent が動作すると、メモリリークが不定期に発生します。 

本件に関する詳細情報は、マイクロソフトサポートオンラインに記載されています。 

-マイクロソフトサポートは術情報-文書香号: 955515 

h 円 p://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb:ia;9SSS15 

上記サポート技術情報の修正プログラム、または SP2 を適用してください。 

Windows Server 2008 SP2 には、上記は術情報の修正プログラムが含まれているため、 SP2 適用を推 
奨します。 


■ ESMPRO/ServerManager での監視 

ESMPRO/ServerManager のバ ージョ ンが、監視巧象の ESMPRO/ServerAgent のバ ージョ ンより古いと 
きの動作は保障しておりません。また、監視できない項目があります。必ず ESMPRO/ServerAgent と同 
じバ ージヨ ン か、 ESMPRO/ServerAgent より新しいバ ージヨ ンの ESMPRO/ServerManager を ■( まって、 
監視してください。 
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■ ESRAS ユーティリティの「リモートサーバの情報表示」 

ESRAS ユーティリティの「リモートサーバの情報表示」を使うときは、接続対象装置のパスワードが空 
白(パスワードなし)だと接続エラーとなります。な下の手順に従って、接結対象装置のセキュリティの設 
定を変更してください。 

1. 「コントロールパネル」から[管理ツール]-[口ーカルセキュリティポリシー ] をダブルク 
リックします。 

[口ーカル セキュリティ設定]ウィンドウが表示されます。 

2. 左ペインのツリービューより [口ーカル ポリシー]- [セキュリティ オプション]をクリ 
ックします。 

ちペインにポリシーの一 K が表示されます。 

3. ポリシーの一覧より、[アカウント：口ーカルアカウントの空のパスワードの使用をコ 
ン ソール ログオンのみに制限する]をダブルクリックします。 

4. [有 測に 設定されているときは、 照測に 変更して [0 K ] をクリックします。 

すでに[無効]に設定されているときは変更しません。 

* [ち効]のまま運巧されるときは、空白のパスワード(パスワードなし)は使えません。 

已. [口ーカル セキュリティ設定]ウインドウを閉じます。 


■ ESMPRO / ServerManager の[サーバ状態/構成情報】の表示内容 

ESMPRO/ServerManager の[サーバ状態/構成情報]の表示箇所では、機種、環境により、いくつかの項目 
力《「不明」と表示されます。 


■ 0 S シャツトダウン中のサーパーアイコンの表示 

0 S をシャツトダウンすると、 ESMPRO/ServerManager のサーバーアイコンが一時的に黄を(警告)となる 
ことがありますが、システムの運用に問題ありません。 


■ダンプ設定監視機能 

ESMPRO/ServerAgent Ver . 4.6 よりダンプ設定監視機能は未サポートとなります。 

メモリダンプの設定が正しく設定されていないときは、メモリダンプを採取できません。 
EXPRESSBUILDER 巧の「インストレーシヨンガイド」に記載されている「メモリダンプ(デバッグ情報) 
の設定」の手順に従って、メモリダンプを設定してください。 
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2 . ポートー覧 


ESMPRO/ServerAgent が使うポートはな下のとおりです。 

ファイアウホールをち効にするときは、必要に応じてポート間の通信を許可するように設定してくださし、。 


[ESMPRO/ServerManager <-> ESMPRO/ServerAgent 間] 


機能 

ESMPRO/ServerManager 

方向 

ESMPRO/ServerAgent 

備考 

自動登録 

不定 

—> 

161/udp 

snmp 

サーバー監視 (SNMP) 


<— 



マネー ジャ通報 (SNMP) 

162/udp 

<— 

不定 

snmp-trap 

マネー ジャ通報 (TCP/IP In-Band) 

31134 /tcp 

<— 

—> 

不定 



[ESMPRO/ServerAgent <-> メ ールサーバー間] 


機能 

ESMPRO/ServerAgent 

方向 

メールサーバー 

偏考 

エクスプレス 通報 サービス 

(インターネットメール） 

不定 

—> 

<— 

25/tcp 

smtp 



<— 

—> 

11 0/tcp 

(Pop3)* 


(*) POP before SMTP を使うときだけとなります。 


-双方向のものは、上段の矢印が通信開始時のもので、下段は折り返しの通信を示します。 

-マネージャ通報 (TCP/IP In-Band)、 およびエクスプレス通報サービス(インターネットメール)で使うポー 
卜番号は、アラートマネージャ設定ウィンドウで変更できます。 

-「不定」の箇所はポートが決まっていません(通信開始時未使用のポートを巧います)。 
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3 . サービスー覧 


ESMPRO/ServerAgent が使うサービスはな下のとおりです。 


サービス名 

プロセス名 

スタート 

アップ 

機能概要 

棉考 

Alert Manager Main 

Service 

AMVMain.exe 

自動 

さまざまな障害通報に関して 

管理します。 


Alert Manager Socket ( S ) 

Service 

amvscks.exe 

手動 

TCP / IP を使ってマネージャ通 

報(送信)します。 

通報基本設をで、マネ 

-ジャ通報 ( TCP/IP 

In - Band )、 マネージャ通 

報 ( TCP/IP 

Out - of - Band ) のいずれ 

かを有効(録)で起動、す 

ベて無効(ホ)で停止。 

ESMAMI Service 

esmami.exe 

自動 

AMI な製 RAID システムの構成 

を管理し、物理デバイスや論理 

デバイスの状態を監視します。 

(1)* 

ESMDiskArray 

esmda.exe 

自動 

Promise な製、および LSI 社製 

RAID システムの構成を管理 

し、物理デバイスや論理デバイ 

スの状態を監視します。 

(1)* 

ESM Storage Service 

esmstrg.exe 

自動 

ストレージ系デバイスの構成 

を管理し、ハードディスクドラ 

イブの予防保守情報を監視し 

ます。 

(1)* 

ESMFSService 

esmfs.exe 

自動 

ファイルシステムの構成を管 

理し、空き容量を監視します。 


ESMLANService 

esmlan.exe 

無効 

ネットワーク回線の負荷、障害 

発生を監視します。 

(1)* 

ESMCommonService 

esmcmn.exe 

自動 

温度/電圧/ファン/電源/ダンプ 

設定を監視します。 


ESM System Management 

Service 

esmsmsrv.exe 

自動 

温度/電圧/ファン/電源/ドア等 

を監視します。 

IPMI 対応機種のみ。 

(1)* 

ESRAS Utility Service 

nvramsrv.exe 

自動 

ESRAS ユーティリティで表示 

する情報を採取します。 


ESMPS 

ESMPS.exe 

自動 

CPU / IO モジユールの状態を監 

視します。 

(2)* 

ESMBmcConfigMonitoring 

esmbmcm.exe 

自動 

巨 MC のコンフイグレーシヨン 

情報の変更を監視します。 

(2)* 
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(1) * Express 580 0/ 円サーバの機種にはを録されないサービスです。 

(2) * Express 5800/円サーバの機種にだけを録されるサービスです。 
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4 . サービスの 開始/停止順 


手動でサービスを開始または停止するときは、レ U 下の順棒で開始または停止します。 
機種によって登録されるサービスは異なります。 


【順序】 

【サービス停止】 

【サービス開始】 

1. 

ESMAMI Service 停止 

ESMCommonService 開始 

2. 

ESM Storage Service 停止 

ESM System Management Service 開始 

3. 

ESMDiskArray 停止 

SNMP Service 開始 

4. 

ESMFSService 停止 

(Alert Manager ALIVE(S) Service)* 開始 

5. 

ESMLANService 停止 

Alert Manager Main Service 開始 

6. 

ESMCommonService 停止 

Alert Manager Socket(S) Service 開始 

7. 

ESM System Management Service 停止 

ESMAMI Service 開始 

8. 

ESRAS Utility Service 停止 

ESM Storage Service 開始 

9. 

ESMPS 停止 

ESMDiskArray 開始 

10. 

ESMBmcConfigMonitoring 停止 

ESMFSService 開始 

11. 

(Alert Manager ALIVE(S) Service)* 停止 

ESMLANService 開始 

12. 

Alert Manager Main Service 停止 

ESRAS Utility Service 開始 

13. 

Alert Manager Socket(S) Service 停止 

ESMPS 開始 

14. 

SNMP Service 停止 

ESMBmcConfigMonitoring 開始 


(*) Alert Manager ALIVE ( S ) Service は、エクスプレス通報サービス、または WebSAM AlertManager がインス 


トールされているときだけ、登録されるサービスです。 
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